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 企画展示「議会政治の軌跡－（１

期）初期議会から隈板内閣成立ま

で－」は、令和５年７月１日（土）

から９月 29 日（金）まで、帝国議

会を舞台に激突する政府と政党（民

党）の動向と展開、そして日清戦争

の勃発と変わりゆく我が国の政治、

経済、外交の様相を関係資料で紹介

します。また、今回の企画展示では

当時活躍した人物などに焦点を当

て、月替わりで紹介する予定（１期

は田中正造、星亨など）です。 

 

 

 

 

 

 

 
錦絵「東京名所 帝国国会議事堂」（延一画） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～開催中～ 

 

 

 

 

 

 後期では、大日本帝国憲法制定、

第１回衆議院議員総選挙を経て帝国

議会の開設に至る時代の様子を関係

資料で紹介しています。展示期間終

了が近づいております。是非、お越

しください。 

 

 

 

     

 

 

 
   錦絵「大日本帝国衆議員肖像」（三代国輝画） 
 

 

令和５年７月１日～令和６年６月 29日まで、「議会政治の軌跡」と題

して、帝国議会開設後から政党政治の終焉までの経過を４期に分けて、

議会に関わる出来事や人物を時代の諸相などとともに展示します。 

 

 

立憲国家への道のり 
－（後期）帝国憲法の制定から 
         議会召集へ－ 

    ～ ６月 29日（木） 

 
期間限定展示 ＜ 関東大震災－そのとき議会は…－＞ 

 
今から 100年前の９月１日、関東大震災の発生当時の議会はどうだった

のでしょうか。令和５年８月 10日（木）から９月８日（金）まで、 

憲政の歩みコーナー内で、当時の様子を関係資料で振り返ります。 
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   憲政記念館（代替施設）の１年

 

 
 憲政記念館長 野口 幸彦 

 

憲政記念館は、令和４年６月に代替施設に移転し、今月で１年になりました。この

間、約２万７千人の方が来館し、その６割が小学生と中学生です。 

 議会政治を理解してもらうため、館員が、我が国の議会政治のはじまりについて、

五箇条の御誓文、板垣退助の自由民権運動、大日本帝国憲法の伊藤博文と大隈重信の

署名、仮議事堂など、ワークを行いながら展示を説明しています。 

 また、今の国会の地位と役割について、三権分立の下、国の中心に国民がいて、主

権者である国民を代表する国会は「国権の最高機関」と日本国憲法で定められている

ことを説明し、議場体験コーナーでは、議長役と内閣総理大臣役を選び、内閣総理大

臣の演説と採決の模擬議事を行っています。児童・生徒から、「国会の重要性がわかっ

た、楽しかった」との声が多く寄せられ、退館時には「ありがとうございました」と

元気な声が館内に響きわたり、館員一同嬉しく思います。 

 これからも学校関係者の皆様と連携しながら、未来の有権者にわかりやすく印象に

残る主権者教育を行っていきます。 

 

  

 

 

外国の議会関係者等の訪問がありました。 

大韓民国国会事務局一行（昨年 11月に２回、12月及び本年５月）や、ＪＩＣＡ（国

際協力機構）の招聘による「南スーダン共和国選挙管理支援」研修（昨年 12 月）及び

「民主国家における選挙マネジメント」研修（本年６月）の一行です。 

また、今年５月にはガーナ共和国国民議会

事務局一行が、自国に議会博物館を建設する

ための調査目的で来訪され、憲政記念館の概

要（地歴・設立趣旨・組織と業務）、新憲政

記念館の建設構想及び展示等基本計画を説明

し質疑応答を行った後、展示室を案内し議場

体験をしていただきました。一行は今私たち

が取り組んでいる主権者教育に強い関心を持

たれ、有意義な交流となりました。 

議会政治のはじまりについて説明を聞く小学生 議場体験コーナーで本会議の議事を体験

する小学生 

憲政記念館長によるガーナ国民議会事務局一行 

歓迎挨拶(令和５年５月 24日) 
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憲政記念館は、国民の皆様が展示や議場体験を通じ「国会と民主主義」について理

解を深め、国会を身近なものと感じられるよう、国民と国会をつなぐ場としての役割

を果たしていきます。 

 

 

 

 

 

 

〈憲政記念館の概要〉 

 

ガーナ国民議会事務局一行（議場体験コーナー） 
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館員による展示室案内 
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もう一つの議会史～国会職員オーラルヒストリー～Ⅲ 

清野 裕三さん（その４） 

 

 

 

 前号では、外務省出向、ルクセンブルク赴任、帰国後の国際会議課、人事課への

異動、核燃料サイクル開発機構への出向について掲載しました。最終回の今号で

は、国際会議課長を経て、退職されるまで在籍された調査局について紹介します。 

 

＜清野裕三＞（きよの・ゆうぞう） 
昭和 48年４月衆議
院事務局に入り庶
務部人事課、管理
部、委員部に勤務
の後、昭和 53年４
月渉外部（現在の
国際部）に配属。
以後、昭和 58 年
11 月在ルクセンブ
ルク日本大使館、
平成 13年７月核燃
料サイクル開発機

構への出向を経て、平成 16 年７月国際
部国際会議課長となる。平成 17 年９月
文部科学調査室首席調査員となり、その
後教育基本法に関する特別調査室長、教
育再生に関する特別調査室長兼務の後、
平成 19 年７月外務委員会専門員（外務
調査室長）となる。平成 22年 ６月 30日
退職。 

 

【国際会議課長】 
 ―― 平成 16 年７月に衆議院に戻
られて国際会議課長に就任されま
す。 
○清野氏 特に違和感はないです
ね。まあ、座っている場所がちょっ
と窓際になったかなぐらいです。 
 この時期、瓦力先生は平成 15 年 10
月にＩＰＵ執行委員に選出されたの

で、私が帰国した時には既に執行委
員でいらっしゃいました。 
平成 16 年９月 28 日が初日の第 111

回ＩＰＵ会議がスイスのジュネーブ
で開催されますが、団長が瓦先生
で、私が同行しました。 
執行委員会というのがジュネーブ

で会議の前にあるんですよ。執行委
員というのは限られた少人数です。 
 その当時の問題、今もそうですけ
れども、分担金の問題というのが大

きくて、日本の分担率がかなり高
かったのです。分担金の話をしたい
ということで執行委員会に臨んだこ
とは日本代表団の一つ重要なテーマ
ではありましたね。 
 それと、ＩＰＵも、女性の議員を
増やしたい、増やすべきだという議
論がその当時もう既にありました。 
 結局、日本に対する期待というも
のが大きいことと、それから、長ら
く瓦先生が日本代表団の団長として
ＩＰＵに出ていた、顔が売れていた
ということで執行委員に選ばれたと

いうことにはなりますね。毎回毎回
団長が替わると、なかなか執行委員
に選ばれるというのは難しいんじゃ

ないかと思います。 
―― その他、国際会議で貢献さ

れた方は。 
○清野氏 私が国際会議課長になる
までの国際部担当の国際会議という
のは、日本・ＥＣ議員会議のほか
に、ＩＰＵ会議、それから欧州評議
会、そしてＷＴＯの議員会議です。 
 欧州評議会の代表団というのは、

毎年団長が替わっていて、私の時代
には 利耕輔衆議院議員が団長にな
られました。 利先生は、たしか議
員になられる前に会社員としてフラ
ンスに駐在されたことでフランスに
なじみを持たれていたと、個人的に
は思っていました。もちろん有力な
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先生なので団長に選ばれたというこ
とはあると思います。 
 それともう一つ、今言ったＷＴＯ
の議員会議ですけれども、当時もそ
の前も、ＷＴＯのメインテーマとい
うのはやはり米ですよね。ＷＴＯの
輸入制限の仕方というのが、米でい
えば、ある時期に量から関税方式に
変わったんですね。日本の米の輸入
関税というのは、物すごく高い税率
でした。それを日本政府は守る、そ
れをアメリカを中心とする外国は打

ち破りたい、と要求がぶつかってい
ました。 
 そこで、農業関係に見識が高い、

例えば、当時であれば谷津義男先生
がブラッセルのＷＴＯ議員会議に出
張されたり、その後、松岡利勝先生
も農業関係の有力な衆議院議員でい
らしたので、かなり活躍されて、私
も、谷津先生と松岡先生のところ
は、会議のレクだとか議題について
の御説明だとかで、議員会館にかな
り行きました。 

 当時、ＷＴＯというのは、ＩＰＵ
会議よりも、国際部にとっては非常
にセンシティブというか、かなり重
要な、ある意味扱いが難しい案件と
いうような印象はありました。 
 中山太郎先生は、日本・ＥＣ（Ｅ
Ｕ）議員会議ですね、倉成先生の後
に中山先生がかなり有力にやられて
いたという印象は持っています。 
 ―― この時代にＩＰＵ・ＡＳＥ
ＡＮプラス３の東京会議が開かれて
います。 

○清野氏 地域会議はＩＰＵの活動
の中では珍しいことではなくて、一
方で、日本は地理的にアジア、ＡＳ
ＥＡＮとの関係というのは物すごく
緊密なこと、さらに、政治的にはＡ
ＳＥＡＮプラス３という枠組みが既
に政府間でもあって、そのプラス３

というのは中国、韓国、日本です
ね。議員でも地域会議をしようと瓦
先生が御提案されて、それで実現す
ることになりました。 
 東京で主催するとなると、まずは
予算、それから会場をどこにする、
あるいは会議後の一般的な地方視察
をどうするのかを総合的に考えてい
くため、かなり手間がかかった、ま
ずそれはロジスティクスの面です
ね。 
 それからもう一つは、日本と、韓

国、中国というのは歴史的に非常に
困難な問題があり、それプラス、今
度は中国とＡＳＥＡＮとの関係とい

うのも微妙なんですね。ＡＳＥＡＮ
の中でも、隣国であるカンボジア、
タイ、ベトナム、そういったところ
と中国との関係というのは非常に微
妙なので、議題の扱いの中で、最終
的には会議の成果を会議文書にまと
めてつくるということを目指してい
たんですけれども、結局、中国と具
体的にはタイとの間で話合いができ

なくて、議長国の日本も取りまとめ
がうまくできなかった、それで時間
切れになってしまって、納得のいく
会議文書にならなかったという印象
があります。 
 ＡＳＥＡＮプラス３という議員会
議が恒常的に毎回あるのであれば、
ではこの問題は次に引き継いでやり
ましょうということができるけれど
も、アドホックで、一回限りのもの
なので、それができない。それで私
は非常に後味が悪かったです。 

  
【調査局時代】 
 ―― 平成 17 年９月に文部科学調
査室の首席調査員になります。 
○清野氏 事務局から調査局への異
動は初めてだったので、仕事の内容
を知りませんでした。文部科学調査
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室というのは、文部科学省に出向し
たことがあったからだと思いまし
た。 
 ―― 平成 18年５月 11日に、教育
基本法に関する特別調査室長兼務に
なります。 
○清野氏 第 164回国会で、小泉内閣
の教育改革に関連した教育基本法案
を審査するため特別委員会が設置さ
れたので、これを補佐する調査室が
発足しました。内閣から法案が提出
され、野党はそれぞれ思惑が違って

いたけれど、野党で法案を提出して
いました。 
 委員室は予算をやる第一委員室

で、毎日特別委員会を開会していま
した。当初は小泉内閣総理大臣に、
第 165回国会では政権を引き継いだ安
倍内閣総理大臣に、それぞれ出席を
求めて質疑が行われました。 
 それで、中央公聴会、地方公聴会
まで済ませたら、あとは、総審議時
間何時間やったからそろそろ参議院
に送りましょうというような時期に

なるわけですね。それを理事会で、
重要法案としてはこのくらいの時間
やったんだからそろそろ衆議院での
委員会質疑は終了することが議論さ
れる。それは私にとって初めての経
験でした。 
この年の 12 月に内閣提出の教育基

本法案が成立したので、翌 19 年１月
に同特別委員会はなくなりました。 
 ―― 同年４月 13 日に、今度は、
教育再生に関する特別調査室長の兼
務を命ぜられています。 

○清野氏 安倍内閣の最重要課題で
ある教育再生、この関連法案を審査
するため設置された特別委員会を補
佐する調査室です。内閣提出の学校
教育法一部改正案など教育関連法案
と、この時も民主党提出の法案がそ
れぞれ提出されて、特別委員会に付

託、ともに審査されました。 
 基礎に学校教育の充実を図るとい
う観点があって、そのために、例え
ば副校長だとかを設けるんだという
趣旨なので、法律がそれぞればらば
らに作られているという意味では複
雑なんだけれども、内容的には趣旨
がはっきりしていました。前年に改
正された教育基本法に家庭教育、幼
児教育、生涯教育などが規定された
ことを受けての立法措置だったと思
います。 

 ―― 平成 19 年７月に外務委員会
専門員、外務調査室長となられま
す。 

○清野氏 やはり国際外交問題とい
うのはずっと気持ち的には近かった
ので、入りやすかったです。 
 この時期、非常に大きな議題に上
がったのは、改定が大体５年に１度
の在日米軍駐留経費に関する特別協
定でした。 

調査室は、政府から出された協定
案、細かい内容は理解した上で委員

会での質疑をフォローします。 
 委員会で質疑をすると、それ以上
の、例えば普天間の問題だとか、そ
れから駐留米軍の不祥事だとかとい
うのは当然出てきて、それぞれ与野
党のやり取りがあった。その中で、
例えば沖縄に日帰りで行って普天間
飛行場を見てくるとか、米軍基地の
中に行って話を聞いてくる、知事の
話を聞く、在京米国大使館政治軍事
部長を経験された当時のケヴィン・
メア在沖縄総領事に会ってアメリカ

側の考えを聞くというふうなことが
あった。調査に行くときには与野党
の委員会のメンバーで行く、情報は
それぞれの人が聞けるし、意見も言
いたければ言う。そういうことが
あってこのときは時間がかかったん
だと思います。 
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 ―― 外務調査室長として、いろ
いろな調査レポートを執筆されたと
聞いていますが。 
○清野氏 外務調査室レポート的な
ものを書いたんですね。アメリカ議
会の議会図書館、ＣＲＳ（コングレ
ショナル・リサーチ・サービス）、そ
こが出しているレポートというのが
インターネットに載るんですね。特
に読んで面白いなと思ったのが北朝
鮮問題です。そういうレポートがあ
るたびに、それをネタにして和訳し

て、当然出所も書いて、和訳したの
と英文もくっつけて、調査室レポー
トというのを配るということを作り

出しました。 
 ―― 勉強会とか研究会は。 
○清野氏 私の前任者が外部から国
防問題の専門家をお呼びして定期的
に勉強会を開いていました。私は、
慶応大学教授の、ＧＡＴＴ交渉の専
門家で日本政府の対外交渉官として
外務省に採用されていた方をお招き
して、勉強会を持ったことがありま

す。条約で関税協定は重要な事項
だったので。 
 ―― 平成 22年６月 30日に退職さ
れました。退職に当たって感想を。 
○清野氏 結局、私は渉外部、国際
部が長かったということと、結構外
国語をずっと勉強してきた結果、倉
成正先生、羽田孜先生、瓦力先生、
それからイスラマバードの第５回ア
ジア国会平和連合総会に御一緒した
山口泰明先生といった方々にかなり
信頼されたということです。 

 衆議院にも英語ができるやつがい
るのかみたいなことを言われて、そ

れは一つの評価になるから、そう
いった意味では存在価値があったと
思いますね。 
 
【議員外交の必要性】 
 ―― 最後に、議員外交の必要性
についてお話しいただければと思い
ます。 
○清野氏 やはり時代が変わってき
たというのか、あるいは国境が低く
なってきたとも言えるかと思います
けれども、例えば環境問題を見る

と、あのスウェーデンの若いグレタ
さんが突然脚光を浴びて、諸方面に
環境問題という意識を投げかけて、

特に欧米では若い人の環境に対する
運動意識というのが非常に高まりま
した。 
 これは、国家の政府だけが外交を
やるという時代が少しずつ薄れてき
ているんじゃないかと思います。 

そうすると、翻って、議員外交だ
とか、国会議員による国際問題への
タッチというのが実は間違っていな

い。国民に直接選ばれた人が外交問
題を扱う、今後も議員による外交と
いうのは非常に意味のあることだと
思いますね。 
 加えて、そこで職員として働いて
いる国際部あるいは外務調査室の人
たちも、やはりそれを支えるという
意味で、意味ある仕事をしている、
あるいは意味ある仕事にするという
自覚を持つことは重要だと思いま
す。 
 

（完）

 

 

 

 

 

※ 清野さんによる英語の国会議事堂案内を YouTube 衆議院事務局チャンネルにある「Tours of the National Diet」 

（https://www.youtube.com/watch?v=E4eo-unL8eY）でご覧になれます。 
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展示室紹介（その４）～憲政プラザ③～ 

 

 

 
 
～前号の憲政プラザ②から続く～ 

 

前号は、第１回帝国議会に初登院

する新議員の様子を紹介しました。

今号では他のふたつの場面を紹介し

ます。 

ひとつ目の場面は、初代衆議院書

記官長の曾禰荒助が仮議長を務め、

議長、副議長の候補者をそれぞれ３

名ずつ投票で選出する様子です。 

当日は、午前 10 時に開会されま

したが、皆経験がなかったため、議

事進行がうまく運ばず、当選者がよ

うやく決まったのは午後 11 時頃

だったと言われています。候補者３

名ずつを天皇に奏上し、翌日、議長

には中島信行、副議長には津田真道

が勅任されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もうひとつの場面は、1890年（明

治 23）12 月６日、第３代内閣総理

大臣山県有朋による初めての施政方

針演説の様子で、今日まで続く施政

方針演説の始まりです。 

この日、山県は、明治 24 年度予

算案の説明をする中で、特に国防予

算の説明に力を入れ、他国に負けな

い国家を築くために軍備の増強が急

務である旨の演説をすると、議会は

紛糾しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
曾禰と山県の人形は、今回の移設

工事を機に、当時の写真から忠実に

立体造形したものです。丁寧に製作

された人形は、参観に来る子どもた

ちはもちろん、大人にも興味深くご

覧いただいています。 
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夏休み企画開催のお知らせ 

 

 令和５年７月 21 日（金）から８月 30 日（水）まで、展示をヒントに

したクイズに挑戦していただく夏休み企画を開催する予定です。詳細は

決まり次第、衆議院憲政記念館ホームページでお知らせします。 


